































































































































































日)条、 i(五月)三日六衛府献 二昌蒲井花 一事」の項の『九暦j (天慶七年〔九四四〕五



























































































































学的に解明したものである。全体は、序章、前編 3 章、後編 3 章・補論 1 章、終章からなる。
序章では、典籍の史料学的研究の研究史を整理して、研究視角について述べる。
前編「史料のテキスト・篇目・書名」は典籍の史料そのものに関わる事項を検討する。第 l 章 rr続
日本後紀』現行本文の成立過程」は、校訂上問題の多い『続日本後紀J の現行本文が、原撰本文の省略
と後の『類衆国史』からの書き込みによって成立する過程を解明する。第 2 章 rr弘仁式』篇目考J は、
『弘仁式』に勘解由使式の篇目がないことを明らかにし、それを基に同式の編纂・改訂過程を考察する。
第 3 章「田中教忠旧蔵『寛平二年三月記J について一新たに発見された『小野宮年中行事裏書j-J は、
新発見の江戸初期の写本が、 11世紀の右大臣藤原実資撰の儀式書『小野宮年中行事』の裏書・首書を抄
出した書物であることを考証する。
後編「写本の作成と伝来J は 3 つの典籍の写本の作成と伝来の過程を検討する。第 1 章「九条家本
『延喜式』の書写年代」は、『延喜式J の写本として重要な九条家本について、その紙背文書の年紀の検





本論文は、『続日本後紀j r弘仁式j r延喜式j r類来三代格j r小野宮年中行事j r東宮御元服部類記』
などの古代の国史・法制書・儀式書の重要史料について、禁裏・宮家・公家文庫の全体の蔵書の変遷を
視野に入れながら、写本の作成と伝来の過程を解明する伝来論的方法によって、原撰本への接近を試み
たものである。その論証は、類いまれなる典籍原史料に関する博該な知識と素養に裏打ちされた写本の
検討に基づいており、きわめて実証的である。史料そのものの研究は歴史学の土台であるから、本論文
の古代史の重要史料に関する史料学的研究の成果は、日本古代史研究の学問的発展に寄与するところ大
なるものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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